
学生

○

○

〇

〇

○

〇

〇

〇

・これからもこうした会議に積極的に参加し、話し合い、議論を重ねていきたい。

・行ったことがない店に友達を誘って行ってみる。どんな店があるか、どんな雰囲気か、ツイッ
ターで拡散する。

・もっとイベントなどに参加して盛り上げる。

「わたしにできること」　2-1 地域経済を牽引する商工業が元気なまち

・私は、ごみを拾って歩きます。

・酒田市のイベントに積極的に参加する！！⇒感想を広めていく。

・昔からのものづくりを守っていけばよいと思う。

・年齢相応に古いこと、昔のことの知識体験を語り、現在の政策に少しでもプラスになればよい
と考える。新しいものだけではまわらないこともある。

・中町に行くこと。（魅力がないとしても）

わたしにできること・感想

・中町へ行き、買い物をすること

・中町に積極的に行って何か買う。

・公共交通（バス）地域に入るときワークショップの手法が使えるか？

・一番立場の弱い人、情報の少ない人に基準を合わせる。
・ファシリテーターの役割重要
・初対面同士の人が話しやすい雰囲気作り大事
・ＷＳで出た意見の集約方法
・皆が話しやすいテーマ設定
・ワークショップ：名前が難しく感じる

・公共交通ＷＳ活用できるか？
　バス停の名前がまぎらわしい
　デマンドタクシー利用敷居高い
　バスのルート周知（旧３町）

・バス停の名前がまぎらわしい
・八幡、松山、アンケート結果でバスに不満

・市に若い世代がどんな風に感じているのかを伝えられるよう努める。
・市民の意見を聞けるような機会をもっと増やして欲しい。
・ＳＮＳの利用を積極的にして欲しい

・ＳＮＳ

・中町に出かけ、たくさん買い物する。

・できるだけ中町への買い物に努力する

・お土産などを買う
・中町に勉強ができるような落ち着いたカフェができたら毎日でも行きたいと思っています！！

・酒田は四季がはっきりしていて食べ物おいしい。来る人には喜んでもらっている。ＰＲが弱い
ので、市政も今以上に努力していただきたい。

・中町で飲食

・市や街に関する話し合いの場に参加し関心や考察を深めていく。
・それらを認知する場を自ら作っていく。
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学生

「わたしにできること」　2-1 地域経済を牽引する商工業が元気なまち

わたしにできること・感想

○

○

○ ・観光客へのおもてなし案内等

・にぎわい健康プラザに行く。⇒ランチ・カフェに行く（中町に行く！）

・こうした市や街に関する話し合いの場に参加し、関心や考察を深めていく。
・それらを認知する場を自らつくっていく。

・私だったらもっと市をよくできます。市を良くするために昔の良さをもっと活かしてくださ
い。近代化もよしあし。

・市街地には若い人たちが集まると活気のあるところになると思うので情報を発信する。

・まちづくりの話し合いに参加する
・できるだけ中町の商店で買い物をして、店主などと仲良しになる。何か知恵が生まれるかもし
れない。買い手と売り手の協働ができるといいかな。

・できるだけ町の商店で買い物を心がけたい。

・地元のお店など、利用する機会を多くとり、足を運んでコミュニケーションを作りたいと思っ
ております

・他人事だと思わない。積極的に中町で買い物する。

・八幡地区を湧水めぐりをして、人を集め酒田の商業活性化につなげる

・中町商店街復興は個人では無理。第３セクターで経営する資格が必要。中町全体を対象ではな
く、確実な経営店を２～３店つくることから始めること。そのときに参加したい。
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学生

○

○

「わたしにできること」　2-2 「港」の物流機能により産業競争力が高いまち

わたしにできること・感想

・個人的にできることは難しい
・関心を持って見守ること

・港を知る
・酒田の社会を知る

・地元の有料インフラを積極的に利用して支える

・東京に行くとき、なるべく庄内空港を利用する

・様々の会合で酒田港利用のPR活動

・もっと酒田港や庄内空港の現状や取り組みについて、理解を深める。知ろうとする。
・旅行の際は、せっかく地元にある庄内空港を積極的に利用する。

・港への関心を高める
・交流事業などで庄内空港を利用する

・庄内空港を行事等で利用
・港のイベントを盛り上げる
・酒田に来た人に案内する

・1回でも多く港を利用して、いろいろな事業を要望できるようにしたい

・庄内空港を積極的に利用する

3



学生 わたしにできること・感想

○ ・酒田の仕事に興味を持つ

・就職に向けて市民のアドバイザー制度などを設ければ何らかの形で協力したい

○ ・県内、酒田で仕事をして楽しさを伝える

・酒田市の良いところを広める（ＳＮＳ等）
・地産地消
・地域行事参加

○ ・酒田の仕事、地元を知る

○
・友達や身近な人に呼びかける
・生徒会活動でも酒田について興味を持つようがんばる
・酒田のいいところ、興味を持ってもらえそうなところを探してＰＲする

○ ・いろんな人と情報交流しながら自分に合う仕事を決めていく

○
・多くの世代に状況がよく伝わるようにネットを有効に使い情報の拡大を図る
・光陵は上下の結びつきが強いため先輩から情報が入りやすく、勧められることがある

○ ・地元に就職し良い所を後輩や知り合いに教えていく

○ ・職場に入ってから後輩に情報を流したり情報共有を図る

・様々な世代に対して酒田の良さを伝える

・自分がなぜここにいるのか伝える、それがここにしかないものに繋がる

○ ・酒田にある企業をもっと知り、何があり何がないのかを知る

・若い人が増えるような企業があればいい

○ ・学校などで「酒田の良さ」を友達と話して再発見し、地元就職を考えていく

・友達同士で酒田で働くことについて話すなど、仕事について意識を高める

・働きながら育児、家事がスムーズにできるよう地域（コミセン）で若い主婦への支援はできる
かな
・酒田は良いところだと誇りを持てるまちを作っていきたい
・企業のＨＰ作成の補助してほしい

○ ・起業

・地元で働けることにほこりを持つ！

○
・地元での就職も視野に入れて、将来自分自身も酒田に貢献できるようにしていきたいと思いま
す。

○ ・酒田のいいところをもっと見つけるために一度酒田を離れてみる

・新入社員を大切にする。

・私が酒田で活々と働いて生活する事

・子育てや家事を家族で協力し合って働きつづけられるようにする。
・酒田に大きな会社を呼んでもらえるようにする。

・経済が活性化するように色々な施策を市で行うと思うので自分が参加できることは参加したい
と思います。

「わたしにできること」　2-3　地元でいきいきと働くことができるまち
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学生 わたしにできること・感想

「わたしにできること」　2-3　地元でいきいきと働くことができるまち

・生涯現役、仕事をすることは社会参加、経済活性化（65才）。
・酒田のいい所をお客様に紹介、酒田ファンを増やしたい。

○
酒田の魅力を県内外に発信できれば・・・
地域活動に一生懸命に取り組む

○ ・「酒田で働くぞ！」という意思を持つこと

・地域の方とコミュニケーションをとることで温かい雰囲気をつくる

・酒田の良さを知り合った人にＰＲする

・仕事の紹介はできないが、求職についての話を聞いて次の部署などにつなぐこと

・酒田市に対するより深い周知
・若い人がアクションを起こす

・酒田に戻ってくる！
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学生

○

○

○

○

○

「わたしにできること」　2-4　夢があり、儲かる農業で豊かなまち

・自分で作っている農作物をアピールしていく

・他の人たちは農業は大変だと思っているが、今は色々な機械が発達していてそんなに大変ではない
ことを伝える

・米をたくさん食べる
・地元のものを買ったり食べたりする

・米を使った色々な食べ物を考えてみる

・農業について色々なことを知ることで、旬の野菜などを自分で作ってみたり、料理して食べてみた
りする

・地元の農作物を使い料理する
・他県の人たちにも酒田の農作物の良さを伝える

・地域で採れた物を消費する

・酒田産のものを食べる
・ＳＮＳで拡散

わたしにできること・感想

・なるべく地元の物を買う

・地元ブランド（庄内柿、メロン、刈屋梨）の口コミセールス
・庄内米のおいしさをもっとＰＲするとともに、米食を奨励することも重要

・鳥海山の湧水と酒米を利用した酒づくり
・八幡なしのブランド化

・酒田の食べ物を消費すること

・酒田の農家が作った農作物を食べるように心がけたい
・酒田の農作物をＰＲできる取り組みを大学でしてみたら面白そう

・地元の野菜を消費する、その姿勢を見せる
・地場野菜に興味を持つ

・地産地消費
・子どもへの食育
・ＳＮＳ等で旬の食材の発信
・農業体験
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学生

○

○

○

○

○

・林業について、もっと理解を深めたいと思う。木を使ったものを利用する。

「わたしにできること」　2-5　100年続く森林を造り、活かすまち

わたしにできること・感想

・酒田ブランドをアピールし、事業拡大を図る→経済効果、森林整備→環境がよくなり海も豊にな
る。

・森林に関する政策やボランティアに積極的に参加すべき。

・森林ボランティアへ親しみやすく実際に体験した人が増えれば地域全体の意識が変化すると思う。

・木材製品に意識を向けてみる。

・森作り活動へ参加します。

・ボランティアに参加してみる。

・身近でないと思っていたが森林を知ることからはじめたい。
・酒田の６割が森林という事実を知らなかった。

・森林ボランティアなど積極的に参加して酒田の林業についてもっと知っていきたい。

・酒田の木を使って家を建てる。

・森林について理解を深めること。

・森林の役割について、もう少し学びたい。できれば野外学習など体験してみたい。

・酒田の木材を使ったものを買う。ボランティアに参加する。
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学生

○ ・県外に行ったときに山形の漁業を発信していく

○

「わたしにできること」　2-6　恵み豊かな水産を活かすまち

わたしにできること・感想

・ＳＮＳで拡散してたくさんの人に酒田の漁業を知ってもらう
・酒田の魚介類を食べる
・体験したことをたくさんの人に伝える

・漁業の考え方の見直し養殖や栽培へも拡大していく

・食育推進のために子供たちに実際に魚を見てもらい、さわり
　包丁捌きを見学し、さばいた魚を料理して食べてもらう

・地元の魚を食するように宣伝し客を呼ぶ必要がある

・酒田の水産物を積極的に買って食べる
・ＳＮＳ等で情報発信、話す
・イベントに参加して盛り上げる
・伝統的な料理を覚えて伝えていく

・積極的に水産についてのボランティアに参加する
・水産について興味を持つ
・周りの人たちに水産について興味を持ってもらう

・するめイカの釣りとかの体験ができると初めて聞き体験してみたいと思いました

・野菜ソムリエの魚版の育成
・おいしい魚を紹介できるような育成など

・庄内の魚のおいしさを伝えて、酒田に来てもらえるようにする
・子供たちに魚をたくさん食べてもらう、おいしさを伝える

・地元消費の拡大
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学生

・からむし（青そ）を育てて作品を作り、酒田の産物にしたい

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

・未来に向かって若人が頑張り住みよい酒田をお願いします

「わたしにできること」　3-1　移住者定住者が増えるまち

わたしにできること・感想

・酒田で楽しかったことを撮ってインスタとかで流す
・話題になるような委員会活動をする

・市役所の職員のイメージが変わった
・話しやすい、親切
・発達障がいの方への対応が良い（どの市町村より）

・県外に就職しても地元に戻ってくる

・住民、市民の要望、意見等を取り入れて欲しい。お役所感覚ではなく

・酒田のいごこちのよさを周りの人たちと話し合い、それを発信する

・移住者の不安に寄り添い、選択の手助けをしていきたい

・アイディアを出し合って住みよいまちにしたい
・酒田のよさを見つけて他の人にアピールしていく

・酒田のよさをもう一度考えてみる
・他の県に行って友達ができたとき、酒田のよさを言ったり一緒に遊んだりする

・酒田の魅力をアピールするイベントなどにボランティアとして参加する。
・ＳＮＳなどを利用してたくさんの人に知ってもらう

・この地に来てよかったと思うように、移住してきた方に対する接し方、付き合い方はできると思う

・食べ物がおいしく、災害が少なく、住みやすいよとしゃべる

・酒田について知る機会を積極的に活用し、関心、考察を深める
・何か、大学と連携した活動をする

・酒田らしさをみつけて、つくる

・酒田の魅力を他県に伝える活動をする

・県外で酒田の魅力を話す
・できれば酒田に残る

・酒田に残りたい

・移住してきた人がよかったと思えるハートを身につける

・一度酒田の外に出てみて、それを酒田市で活かす

・まちの好き、素敵、面白い、をＳＮＳ等で情報発信する
・自分が楽しむ

・将来酒田を離れても戻ってきて、都会で感じたことを伝えるなどして貢献したい

・酒田に残りたいよいところを伝える（緑がたくさんある）
・酒田についてもっと知ることが大切だと思う
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学生

「わたしにできること」　3-1　移住者定住者が増えるまち

わたしにできること・感想

○

○

○

・地元（市外）や友達に、自分が酒田市に移住してよかったことを伝える

・出先、旅先で会った人に自分のまちのことを話す
・相手のまちのことを聞いて交流を大切にする

・酒田のよさを県外に行った友達などに伝える（仕事でアピール）

・酒田市をもっと知り、まわりに伝える

・市外の人々にＳＮＳなどで酒田のアピールをして興味関心を持たせる

・移住者への生活支援（案内、仲間に入れる）、優しくする
・情報（災害時の避難など）を伝達
・地域コミュニティに誘い、生きがいを持てるようお手伝い

・ＳＮＳで魅力を発信
・酒田で楽しく生活する
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学生

○

○

○

○

○

○

○

○

○

「わたしにできること」　3-2　「おもてなし」があふれ、交流でうるおうまち

わたしにできること・感想

・ＳＮＳで拡散

・ＳＮＳで酒田の良さを広める

・ＳＮＳで広める

・Face bookでしかＰＲを行っていないのならば私達でＬＩＮＥやツイッターでＰＲする

・他のマラソン大会に出ると、駅で見送りをしてくれたり、ご当地の果物や飲み物が走ってる途中の
エイドステーションにあったり、応援も住民の人たちがたくさん参加してくれてるので、イベント一
つ一つをもっと市を挙げて盛り上げて欲しい。

・この会に初めて参加していろいろ知りました。酒田のいろいろいいところがたくさんあることをア
ピールして行きたい。

・せっかく様々なメディアがあるのだから自分で発信する
・酒田のことをもっと知る

・ＳＮＳを使ってまわりの人へ酒田の呼びかけ
・酒田のイベントについて興味をもつ。まわりの人にも興味を持ってもらう

・ＳＮＳ等で酒田の魅力を知ること
・観光事業等に積極的に参加する

・「雪国」を飲みに行く

・自分から情報を調べて広める。

・情報誌へ酒田の良さを投稿して広める
・県外に居住している友人・知人へＰＲ
・訪問者へ挨拶や道案内のおもてなし
・景観の良さをＮＨＫ・新聞などで取り上げてもらう、そのための働きかけ

・酒田の良さを自分自身も知って、ＳＮＳを中心に酒田をＰＲしていきたいと思います。

・酒田のことをもっと知って他者にＰＲできるようにする

・地元のいいところをもっとＰＲしていく。そして、地元の人もいいところを再発見していく

・協力します。いつでも市民に相談して下さい
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学生

○

〇

○

○

○
・友達と一緒に港へ行ってみる。
・Twitter等で拡散し、港への興味を持たせる。

「わたしにできること」　3-3　「港」発の交流でにぎわうまち

わたしにできること・感想

・きれいに使う。
・釣りでゴミを出さない。
・清掃活動に参加する。

・海の掃除のボランティアをする。
・飛行機は庄内空港を！

・海に興味を持ち、友達と遊びに行ってみたりする。

・ＳＮＳを利用する。
・飛島にはすごくきれいな景色やおいしいものがたくさんあるので「インスタ映え」するよ
うなものを！

・行動する。
・人に話す。

・一度はがんばって行って見ること。

・まずは自らが足を運んでみる。

・まずは自分で行く。そして、積極的にPRする。

・海に行く！（海鮮市場など何でもいいから施設を利用する）

・酒田の伝統料理の手作りに協力する。（むきそば、ごま豆腐）

・おいしい料理店の紹介
・自然の豊かさの紹介（四季折々）

・空港からインバウンドを引き込む八幡（鳥海山）湧水ツアーをつくる。

・港、空港を利用する。

・酒田は酒どころ
・米と水がおいしいと思う。
・日本酒をアピールポイントにする。
・外国でも日本酒ブームになっている。

・他県の友人に酒田港のすばらしさを話してあげる。
・自分も他県に行って、酒田の話をする。

・案内する！（行きたい場所に）

・勉強会に積極的に参加し、これから１０年後を自分なりに考え協力する。

・観光客に対して積極的に話しかける。

・観光ＰＲ
・酒田の町をよくできる
・酒田港に公園を（横浜みたいに山下公園風に）
・海洋センターを中央にした公園づくりを

・観光客へのおもてなしを行いたい。
・特にクルーズ船は大勢の人が酒田に来るのでＰＲの絶好のチャンス。協力したい。
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学生

「わたしにできること」　3-3　「港」発の交流でにぎわうまち

わたしにできること・感想

・人材発掘

・友人、知人、親戚を呼んで観光案内する。

・協力します！
・市民に相談ください！
・何でもします！

・情報を知る。

・クルーズ船が来たとき、見学に行こうとしたが、近づく事が規制でできなかったので、盛
り上げを図るため、市民のためのシャトルバスを運行して欲しい。
・出来るだけ歓迎行事見学等で協力したい。

・情報発信

・イベント（見送りや出迎え）に参加する。
・空港を利用する。
・ＳＮＳで情報発信。
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